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HP Software Solutions Nowは、HPSWのソリューションと統合に関するポータルWebサイトです。このサイトでは、お客様のビジネスニーズを満たすHP製品ソ
リューションを検索したり、HP製品間の統合に関する詳細なリストやITILプロセスのリストを閲覧することができます。このサイトのURL
はhttp://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp です。
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第1章: はじめに
HP OMi Management Pack for Oracle WebLogic (OMi MP for Oracle WebLogic) では、HP Operations
Manager i (OMi) と連携し、環境内で稼働するWebLogic アプリケーションサーバーの主要および詳
細コンポーネントと基盤インフラストラクチャを監視できます。OMi MP for Oracle WebLogic に
は、Oracle WebLogic アプリケーションサーバーの状況およびステータスを監視するための次のコ
ンポーネントが含まれています。

l WebLogic 管理テンプレート

l WebLogic アスペクトおよびポリシーテンプレートの使用

l パラメーター

l ランタイムサービスモデル (RTSM) のビュー

l イベントタイプインジケーター (ETI)

l 状況インジケーター (HI)

l トポロジベースのイベント相関処理 (TBEC) ルール

l Operations Orchestration (OO) フロー

l HI 割り当て

l KPI 割り当て

l ツール

l グラフテンプレート

注:コンポーネントの詳細は、OMi Management Pack for Microsoft SQL Serverのオンラインヘ
ルプまたはオンラインヘルプのPDF版を参照してください。

このマニュアルで使われている略語

名称 説明

BSM Business Service Management

OMi HP Operations Manager i

RTSM ランタイムサービスモデル
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名称 説明

MPDVD OMi Management Pack for Oracle WebLogic DVD

BSM DPS BSMデータ処理サーバー

BSM GWS BSMゲートウェイサーバー

OMi MP HP OMi Management Pack

OMi MP for Oracle WebLogic HP OMi Management Pack for Oracle WebLogic

関連ドキュメント
BSM、OMi、Monitoring Automation の詳細は、BSMマニュアルを参照してください。

OMi MP for Oracle WebLogic の詳細は、次のドキュメントを参照してください。

l リリースノート

l オンラインヘルプのPDF版

ライセンス
OMi MPのライセンスは、25ライセンスがパッケージで提供されます。アプリケーションのタイ
プに関わらず、OSインスタンスごとに1ライセンスを使用します。たとえば、ライセンス
パックには、OMi MP for Microsoft SQL Serverのライセンスを5個、OMi MP for Oracle Database のラ
イセンスを10個を、サポートされているその他のアプリケーションと組み合わせて含めること
ができます。

Entitlement Order Number (EON) のライセンスを取得するには、www.hp.com/software/licensing に
アクセスし、HP Passportの資格情報でログインします。

ライセンスの適用の詳細は、「ライセンスの適用」を参照してください。

インストールガイド
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第2章: OMi MP for Oracle WebLogic のインス
トール

この項では、LinuxおよびWindows BSMサーバーでのOMi MP for Oracle WebLogic のインストール
について説明します。

インストール メディア
この項では、OMi MP for Oracle WebLogic のインストールメディアについて説明します。OMi MP for
Oracle WebLogic は、OMi MP for Oracle WebLogic Server DVD (MPDVD) および電子メディアに収録さ
れています。MPDVDおよび電子メディアは、英語および英語以外のロケール環境に対応していま
す。ロケール要件に基づき、適切なインストールメディアを使用できます。

OMi MP for Oracle WebLogic DVDと電子メディアには、ソフトウェアと製品ドキュメントが収録さ
れています。パッケージには、OMi MP for Oracle WebLogic の各種機能が含まれています。分散環
境では、BSMデータ処理サーバー (BSM DPS) とゲートウェイサーバー (BSM GWS) にインストール
する必要があります。

次の表に、MPDVDと電子メディアに収録されているドキュメントの情報を記します。

ドキュメント 場所 目的

オンラインヘルプ BSMコンソールの [ヘルプ]メニューで利用でき
ます。

BSMコンソールで、[ヘルプ] > [BSM ヘルプ] >
[Application Administration] > [Operations
Management] > [OMi Management Pack for を選
択します。

以下の情報を提供しま
す。

l 管理テンプレート
の使用

l アスペクトおよび
ポリシーテンプ
レートの使用

l HI と ETI の各インジ
ケータ、TBEC ルー
ルの使用

インストールガイ
ド

<MPDVD>\DOCUMENTATION\en

オンラインヘルプ
のPDF版

<MPDVD>\DOCUMENTATION\en

リリースノート <MPDVD>\DOCUMENTATION\en 以下の情報を提供しま
す。

l Salient機能

l インストールにつ
いて

インストールガイド
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インストールの前提条件
以下の項では、LinuxおよびWindows BSMサーバーでのOMi MP for Oracle WebLogic のインストー
ルに関するハードウェアおよびソフトウェアの前提条件を一覧表示します。

ハードウェア要件
特定のハードウェア要件については、『BSMインストールガイド』を参照してください。

ソフトウェア要件
OMi MP for Oracle WebLogic をインストールする前に、BSMサーバーへ以下のコンポーネントをイ
ンストールし、構成する必要があります。

BSM サーバー

コンポーネント バージョン

BSM 9.23以降*

HP Operations Manager i 9.23以降*

HP Monitoring Automation 9.23以降*

OMi MP for Infrastructure 1.10

*サポートされている最新バージョンについては、サポートマトリックスを参照してください。

注:大規模環境では、BSM 9.24を使用することをお勧めします。

管理ノード

コンポーネント バージョン

Operations Agent 11.12以降*

JRE 1.6以降

注: 64ビットのHP Operations Agentでは64ビットの JRE を、32ビットのHP Operations Agent
では32ビットの JRE を使用する必要があります。

*サポートされている最新バージョンについては、サポートマトリックスを参照してください。

SiteScope サーバー:

インストールガイド
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コンポーネント バージョン

SiteScope 11.22以降*

*サポートされている最新バージョンについては、サポートマトリックスを参照してください。

注:ハイブリッドWeblogic 管理テンプレートをデプロイする場合、SiteScope 11.22以上の
バージョンをインストールする必要があります。

インストール時のチェックリスト
OMi MP for Oracle WebLogic のインストールでは、次の表にまとめたタスクを指定の順序で事前に
実行します。

タスク 参照先

BSMのインストールで必要な前提条件の
チェック

『BSMインストールガイド』の「一般的な前
提条件」を参照してください。

BSMバージョン9.23以上のインストール 『BSMインストールガイド』を参照してくだ
さい。

Monitoring Automation バージョン9.23以上の
インストール

『Monitoring Automation for HP Operations
Manager i インストールガイド』の「Installation
Prerequisites (インストールの前提条件)」と
「Installing and Configuring Monitoring
Automation on BSM servers (BSMサーバーでの
Monitoring Automation のインストールと構成)」
の章を参照してください。

Monitoring Automation のインストールの確認 『Monitoring Automation for HP Operations
Manager i インストールガイド』のMonitoring
Automation のインストールの確認と操作に関す
る章を参照してください。

OMi MP for Infrastructure バージョン1.00のク
リーンアップ

OMi MP for Infrastructure バージョン1.00がすで
にインストールされている場合は、『OMi
Management Pack for Infrastructure インストール
ガイド』の「OMi MP for Infrastructure バージョ
ン1.00の削除」を参照してください。

インストールガイド
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タスク 参照先

Monitoring Automation 9.23の追加のソフト
ウェア更新のインストール

「Monitoring Automation 9.23の追加のソフト
ウェア更新のインストール」の項を参照してく
ださい。

OMi MP for Infrastructure 1.10のインストール 『OMi Management Pack for Infrastructure インス
トールガイド』の「OMi MP for Infrastructure
バージョン1.10のインストール」を参照して
ください。

OMi MP for Oracle WebLogic 1.00のインストー
ル

「BSMでのOMi MP for Oracle WebLogic バージョ
ン1.00のインストール」の項を参照してくだ
さい。

ライセンスの適用 「ライセンスの適用」の項を参照してくださ
い。

Monitoring Automation 9.23 の追加のソフトウェ
ア更新のインストール

OMi MP for WebLogic をインストールする前に、Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア
更新をインストールする必要があります。Monitoring Automation 9.24以降のバージョンを使用し
ている場合、この追加のソフトウェア更新のインストールは不要です。Monitoring Automation
9.23の追加のソフトウェア更新はMPDVDに収録されています。

分散 BSM 環境での追加のソフトウェア更新のインス
トール

この項では、分散BSM環境でのソフトウェア更新のインストールの詳細について説明します。分
散BSM環境では、BSM DPS と BSM GWS を異なるシステムで使用できます。追加のソフトウェア
更新は、BSM DPS と BSM GWS の両方にインストールする必要があります。

分散BSM環境ではない場合、次の項をスキップして「一般的なBSM環境での追加のソフトウェア
更新のインストール」を参照してください。

BSM DPSでの追加のソフトウェア更新のインストール

分散BSM環境で動作しているBSM DPS で追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の
手順を実行します。

インストールガイド
第2章: OMi MP for Oracle WebLogic のインストール
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1. 次のコマンドを実行して、現在の opr-config-content-server.warファイルのバージョン
をチェックします。

Linuxの場合:

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-content-server.war

Windows の場合:

BSMがインストールされているドライブ (たとえばC:) に移動します。

cd %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-content-server.war

注:バージョン番号が09.23.174より下である場合、次のステップに進んでください。バー
ジョン番号が09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア
更新が既に含まれているため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSM DPS で実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダーに存在する既存の opr-config-content-server.warファイルをバックアッ
プします。

Linuxの場合:

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-content-server.warファイルを別のフォルダーにバックアップする必要があ
ります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダーに展開し、opr-config-content-server.warを次

インストールガイド
第2章: OMi MP for Oracle WebLogic のインストール

HP OMi Management Pack for Oracle WebLogic (1.00) 12 / 30ページ



のフォルダーにコピーします。

Linuxの場合:

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しいwarファイルをデプロイします。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi -noGW

Windows の場合:

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi -noGW

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat

BSM GWSでの追加のソフトウェア更新のインストール

分散BSM環境で動作しているBSM GWS で追加のソフトウェア更新をインストールするには、次
の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在の opr-config-server.warファイルのバージョンを
チェックします。

Linuxの場合:

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-server.war

Windows の場合:

BSMがインストールされているドライブ (たとえばC:) に移動します。

インストールガイド
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cd %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-server.war

注:バージョン番号が09.23.174より下である場合、次のステップに進んでください。バー
ジョン番号が09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア
更新が既に含まれているため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSM GWS で実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダーに存在する既存の opr-config-server.war ファイルをバックアップしま
す。

Linuxの場合:

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-server.warファイルを別のフォルダーにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダーに展開し、opr-config-server.warを次のフォル
ダーにコピーします。

Linuxの場合:

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しいwarファイルをデプロイします。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi

インストールガイド
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Windows の場合:

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat

一般的な BSM 環境での追加のソフトウェア更新のイ
ンストール

一般的なBSM環境では、BSM DPS と BSM GWS を同じシステムで使用できます。一般的なBSM環
境で追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在の opr-config-server.warのバージョンをチェックしま
す。

Linuxの場合:

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-server.war

Windows の場合:

BSMがインストールされているドライブ (たとえばC:) に移動します。

cd %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-server.war

注:バージョン番号が09.23.174より下である場合、次のステップに進んでください。バー
ジョン番号が09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア
更新が既に含まれているため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSM DPS で実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop
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Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダーに存在する既存の opr-config-server.war ファイルをバックアップしま
す。

Linuxの場合:

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-server.warファイルを別のフォルダーにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダーに展開し、opr-config-server.warを次のフォルダーに
コピーします。

Linuxの場合:

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しいwarファイルをデプロイします。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi

Windows の場合:

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat
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OMi MP for Infrastructure バージョン 1.10 のイン
ストール

OMi MP for Infrastructure バージョン1.10のインストールの詳細は、『OMi Management Pack for
Infrastructure インストールガイド』の「OMi MP for Infrastructure バージョン1.10のインストー
ル」の章を参照してください。

BSM での OMi MP for Oracle WebLogic バージョン
1.00 のインストール

Windows またはLinux BSMサーバーへのOMi MP for Oracle WebLogic のインストールは、MPDVDか
ら行えます。この項では、BSMサーバーでのOMi MP for Oracle WebLogic のインストールについて
説明します。

注: BSM 分散環境では、OMi MP for Oracle WebLogic をすべてのBSMサーバー (BSM DPS および
BSM GWS) にインストールする必要があります。インストールを進める前に、Monitoring
Automation が実行中であることを確認する必要があります。

Linux BSM サーバーの場合

注: BSM 分散環境では、OMi MP for Oracle WebLogic が DPS およびゲートウェイサーバーを含
むすべてのBSMサーバーにインストールされている必要があります。

OMi MP for Oracle WebLogic を Linux BSMサーバーにインストールするには、次の手順を実行しま
す。

1. rootユーザーとしてログオンします。

2. コマンド umask 027を入力して、umaskを設定します。

3. コマンド mkdir /<mount_point>を入力して、DVDまたは電子メディアをマウントするディ
レクトリを作成します。

例: mkdir /dvdrom

4. DVDをディスクドライブに挿入するか、電子メディアのインストールパッケージをコピー
し、次のコマンドを使用してマウントします。

DVDの場合: mount /dev/<dvdrom_drive_name> /<mount_point>

電子メディアの場合: mount -o loop <e-media> /<mount_point>
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5. ディレクトリを /<mount_point>に変更します。

6. 次の表を参照して、ロケールに応じたコマンドを実行します。

DVD
MPロケールがBSMロケール
と同じ場合

MPロケールがBSMロケールと異なる
場合

英語のDVD ./mpinstall.sh -i ./mpinstall.sh -i

英語以外のDVD ./mpinstall.sh -i ./mpinstall.sh -i -locale
<mplocale>

例: BSMが簡体中国語ロケールではない場合に、簡体中国語ロケールでOMi MP for Oracle
WebLogic をインストールするには、次のコマンドを実行します。

./mpinstall.sh -i -locale zh_CN

注:次のコマンドオプションを使用できます。

mpinstall.sh -i [-locale <MP ロケール>] [-h|help]

-i :Management Packをインストールします。

-locale: インストールするロケール専用のManagement Pack。

-h|-help: ヘルプメッセージを表示します。

<MP ロケール>は次のように指定できます。

l zh_CN:簡体中国語ロケール

l ja:日本語ロケール

7. 使用許諾契約書 (EULA) に同意する場合は、Yes またはYと入力します。使用許諾契約書に同
意しない場合は、NoまたはNと入力します。

注: EULAに同意しないと、OMi MP for Oracle WebLogic はインストールされません。

インストールが完了すると、HP OMi Management Pack for Oracle WebLogic のインストールが
正常に終了したことを示すメッセージが表示されます。

Windows BSM サーバーの場合

注: BSM 分散環境では、OMi MP for Oracle WebLogic が DPS およびゲートウェイサーバーを含
むすべてのBSMサーバーにインストールされている必要があります。
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OMi MP for Oracle WebLogic をWindows BSMサーバーにインストールするには、次の手順を実行し
ます。

1. DVDをディスクドライブに挿入するか、電子メディアのインストールパッケージをコピー
し、展開します。

2. コマンドプロンプトを開き、<DVD- ROM>または電子メディアのディレクトリに移動して、
次のコマンドを実行します。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i [-locale <mplocale>] [-h|-help]

次の表を参照して、ロケールに応じたコマンドを実行します。

DVD
MPロケールがBSMロケールと同じ場
合

MPロケールがBSMロケール
と異なる場合

英語のDVD cscript /nologo mpinstall.vbs -i cscript /nologo
mpinstall.vbs -i

英語以外のDVD cscript /nologo mpinstall.vbs -i cscript /nologo
mpinstall.vbs -i -locale
<MP ロケール>

例: BSMが簡体中国語ロケールではない場合に、簡体中国語ロケールでOMi MP for Oracle
WebLogic をインストールするには、次のコマンドを実行します。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i -locale zh_CN

注:次のコマンドオプションを使用できます。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i [-locale <MP Locale>] [-h|help]

-i :Management Packをインストールします。

-locale: インストールするロケール専用のManagement Pack。

-h|-help: ヘルプメッセージを表示します。

<MP ロケール>は次のように指定できます。

n zh_CN:簡体中国語ロケール

n ja:日本語ロケール

3. 使用許諾契約書 (EULA) に同意する場合は、Yes またはYと入力します。使用許諾契約書に同
意しない場合は、NoまたはNと入力します。
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インストールが完了すると、HP OMi Management Pack for Oracle WebLogic のインストールが
正常に終了したことを示すメッセージが表示されます。

Operations Orchestration (OO) フローのインス
トール

OMi MP for Oracle WebLogic の OOフローでは、IT プロセスの自動化とランブックの自動化が可能
です。OOフローの詳細は、Operations Orchestration のドキュメントを参照してください。次の項
では、OMi MP for Oracle WebLogic でのHP OO Studio (バージョン9.0x以上) のOOフローのインス
トールについて説明します。

OO フローのアップロード
OMi MP for Oracle WebLogic からOOフローをアップロードするには、次の手順を実行します。

1. BSMで次のディレクトリに移動します。

Linuxの場合:

/opt/HP/BSM/conf/opr/oo

Windows の場合:

%TOPAZ_HOME%\conf\opr\oo

2. 必要なOO JARファイル (HPOprOOJEE90.jar) を、HP OO Studio (バージョン9.0x以上) がインス
トールされているシステムの一時ディレクトリにコピーします。

次のコマンドを実行して、OOフローをインストールおよびアップロードします。

java -jar -Xmx1024m "<temp>/HPOprOOMss90" -centralPassword <centralpassword>

注: HP OOの管理者ユーザーがデフォルトユーザーではない場合、さらに別のパラメー
ターが必要になります。コンテンツのインストールと利用可能なオプションの詳細は、
『HP Operations Orchestration Software Development Kit Guide』を参照してください。

HP OO Studio を使用して、次の場所からOOフローにアクセスできます。

../Library/Operations Management/..

3. BSMコンソールの次の場所から、OOフローをCI にマッピングし、OOフローの入力変数をCI
属性にマッピングします。

[管理] > [統合] > [Operations Orchestration]
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ライセンスの適用
新しいライセンスで更新するには、次の手順を実行します。

1. BSMコンソールで [管理] > [プラットフォーム] > [セットアップと保守] > [ライセンス管理]
をクリックします。

2. をクリックすると [ライセンスの追加]ダイアログボックスが開くので、使用する .dat
ファイルを検索します。ファイルがクライアントマシンからBSMサーバーにアップロードさ
れます。

3. [ライセンス管理]ページの下にある [サーバデプロイメント]リンクをクリックします。

ライセンスを有効にするには、次の手順を実行します。

1. [管理] > [プラットフォーム] > [セットアップと保守] > [ライセンス管理]をクリックします。

2. をクリックし、<ライセンス ファイル名>を選択します。ライセンスの詳細情報が [ライセン
ス管理]ウィンドウに表示されます。

ライセンス管理では、名前、ライセンスのタイプ、期限切れまでの残り日数、有効期限、ラ
イセンス数などの情報が表示されます。

OMi MP for Oracle WebLogic のインストールの検
証

この項では、LinuxおよびWindows BSMサーバーでのOMi MP for Oracle WebLogic のインストール
について説明します。

OMi MP for Oracle WebLogic のインストールは、次の手順のいずれかで検証できます。

l 以下の場所でBSM GWS およびBSM DPS のログファイルをチェックします。

Linuxの場合: /opt/HP/BSM/log/mpinstall.log

Windows の場合: %TOPAZ_HOME%\log\mpinstall.log

l BSMコンソールで次の場所をチェックします。

[管理] > [オペレーション管理] > [セットアップ] > [コンテンツパック]

[コンテンツパック定義]ペインに、OMi Management Pack for Oracle WebLogic が表示される必
要があります。

l BSMにインストールされたOMi MPをチェックするには、以下のコマンドを実行します。
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Linuxの場合: /opt/HP/BSM/bin/ContentManager.sh –username <BSMusername> -
password <BSMpwd> -l

Windows の場合: %TOPAZ_HOME%\bin\ContentManager.bat –username <BSMusername> -
password <BSMpwd> -l

注: ContentManager.batまたは ContentManager.shコマンドで、コンテンツパックの
名前とバージョンがリスト表示されます。

注:以下の場所に、BSM GWS とBSM DPS の両方のOMi ログがあります。

Linuxの場合: /opt/HP/BSM/log/EJBContainer/opr-configserver.log

Windows の場合: %TOPAZ_HOME%\log\EJBContainer\opr-configserver.log
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第3章: 作業の開始
この項では、Business Service Management (BSM) を使用してWebLogic アプリケーションサーバー
を監視するためのOMi MP for Oracle WebLogic の標準設定コンポーネントのデプロイについて手順
を追って説明します。OMi MP for Oracle WebLogic は、WebLogic アプリケーションサーバー内で発
生するイベントの分析を行い、WebLogic アプリケーションサーバーの状況ステータスをレポー
トする各種インジケーター (状況インジケーター (HI)、イベントタイプインジケーター (ETI)、お
よび相関ルール) を備えています。

タスク 1: BSM コンソールへのノードの追加

注: RTSMにノードが既に存在する場合、このステップをスキップしてタスク2に進むことが
できます。

監視を始める前に、BSMコンソールにノードを追加する必要があります。

1. [オペレーション管理の管理]から [モニタされるノード]マネージャーを開きます。

[管理] > [オペレーション管理] > [セットアップ] > [モニタされるノード]

2. [ノードビュー]ペインで [事前定義済みのノードフィルタ] > [モニタされているノード]をク

リックし、 をクリックしてから、[Computer] > [Windows]または [UNIX]を選択します。[モ
ニタ対象ノードの新規作成]ダイアログボックスが表示されます。

3. ノードの [プライマリDNS 名]、[IPアドレス]、[オペレーティングシステム]、[プロセッサ
アーキテクチャ]を指定し、[OK]をクリックします。

タスク 2: WebLogic 検出アスペクトのデプロイ
WebLogic 検出アスペクトにより、環境内のWebLogic Serverインスタンスを検出できます。追加
した管理対象ノード上のWebLogic アプリケーションサーバー構成アイテム (CI) を検出するに
は、WebLogic 検出アスペクトをComputer CI にデプロイする必要があります。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト]ペインを開きます。

[管理] > [オペレーション管理] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [アプリケーションサーバーの管理] > [Oracle Weblogic 管理] > [アスペクト]
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3. [Weblogic アスペクト]フォルダーで [Weblogic 検出]アスペクトをクリックし、 をクリック
して [割り当てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで検出アスペクトをデプロイする構成アイテムをクリックし、[次へ]
をクリックします。

[必要なパラメータ]タブが開きます。

5. [必要なパラメータ]タブでは、必須パラメーターである [Weblogic Server ホーム]と従属パラ
メーターを指定します。

注: [Weblogic Serverホーム]のすべてのパラメーターに対し、従属パラメーターである
[Weblogic JAVAホーム]、[Weblogic ユーザ名]、[Weblogic パスワード]を設定する必要が
あります。

n OMi MP for Oracle WebLogic がWebLogic アプリケーションサーバーCI を検出するに
は、WebLogic 検出アスペクトのデプロイ時に与えられる資格情報にWebLogic アプリ
ケーションサーバーへのアクセス権が必要です。

n WebLogic 資格情報には、[管理者]または [モニタ]のグループユーザー権限が必要で
す。[管理者]または [モニタ]グループに属するユーザーを設定するには、WebLogic 管
理サーバーコンソールを使用する必要があります。

n ユーザーの作成とグループへの割り当ての詳細は、Oracle Weblogic からのユーザーお
よびグループの管理に関するドキュメントを参照してください。

a. リストの [Weblogic Server ホーム]パラメーターを選択して、 をクリックします。[イ
ンスタンスパラメータの編集: Weblogic Serverホーム]ダイアログボックスが開きます。

b. 従属パラメーターの値を指定します。

i. リストの [Weblogic JAVAホーム]パラメーターを選択して、 をクリックします。
[パラメータの編集: Weblogic JAVAホーム]ダイアログボックスが開きます。

ii. [値]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

iii. リストの [Weblogic ユーザ名]パラメーターを選択して、 をクリックします。[パ
ラメータの編集: Weblogic ユーザ名]ダイアログボックスが開きます。

iv. [値]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

v. リストの [Weblogic パスワード]パラメーターを選択して、 をクリックします。
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[パラメータの編集: Weblogic パスワード]ダイアログボックスが開きます。

vi. [値]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。パラメーターのデフォルト値を変

更するには、パラメーターを選択してから をクリックします。[パラメータの編集]ダイア
ログボックスが開きます。[値]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注: [すべてのパラメータ]ペインでは、パラメーターのデフォルト値を上書きできます。
各パラメーターの値は、アスペクトレベルで指定できます。デフォルトでは、エキス
パートパラメーターとして定義されているパラメーターは表示されません。エキスパー
トパラメーターを表示するには、[エキスパートパラメータの非表示/非表示解除]をク
リックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化]
チェックボックスを外します。[割り当ておよび調整]マネージャーを使用して、後で割り当
てを有効化できます。

9. [完了]をクリックします。

注: Oracle WebLogic のシングルインストールでは、すべてのドメインで同じ資格情報を使用
する必要があります。

注: Weblogic 検出アスペクトをデプロイすると、[割り当ておよびデプロイメント ジョブを作成し

ました]から始まるメッセージが表示されます。[管理] > [オペレーション管理] > [モニタリン
グ] > [デプロイメントジョブ]を選択し、デプロイメントジョブのステータスを確認しま
す。

タスク 3: 検出の確認
検出アスペクトをデプロイした後、トップビューにCI が表示されていることを確認する必要があ
ります。

トップビューのCI を表示するには、次の手順を実行します。
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1. BSMコンソールで [MyBSM]をクリックします。

2. ドロップダウンリストから [トップビュー]を選択します。[トップビュー]ページが表示さ
れます。

3. [トップビュー]ページでJ2EE_Deploymentビューを選択します。トップビューにCI が表示
されています。

タスク 4: WebLogic 管理テンプレートまたは
WebLogic アスペクトのデプロイ

Monitoring Automation for Composite Applications ライセンスを使用している場合、WebLogic 管理
テンプレートまたはWebLogic アスペクトをWebLogic CI にデプロイできます。WebLogic 管理テン
プレートのデプロイの詳細は、「タスク4a: 管理テンプレートの特定とデプロイ」を参照してく
ださい。

Monitoring Automation for Server ライセンスを使用している場合、WebLogic アスペクトをデプロ
イできます。WebLogic アスペクトのデプロイの詳細は、「タスク4b: WebLogic アスペクトのデプ
ロイ」を参照してください。

Task 4a: 管理テンプレートの特定とデプロイ
CI が SiteScope やDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Weblogic サービス検出
アスペクトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク2: WebLogic 検出アスペクトのデ
プロイ」を参照してください。

WebLogic 管理テンプレートのデプロイでは、次に示すように、環境に適したWebLogic 管理テン
プレートを特定する必要があります。

l WebLogic アプリケーションサーバーの主要コンポーネント (サーバーステータ
ス、JVM、JDBC、EJB、サーブレット、サーバーログなど) と、インフラストラクチャの重要コ
ンポーネント (CPU、メモリ、ディスク) を監視する場合、基本WebLogic 管理テンプレートを
デプロイします。

l WebLogic アプリケーションサーバーの詳細コンポーネント (トランザクション、クラスター
ステータス、キャッシュ使用率、スレッド、サーバーログなど) とインフラストラクチャコン
ポーネント (CPU、メモリ、ディスクなど) を監視する場合、詳細WebLogic 管理テンプレート
をデプロイします。

l WebLogic アプリケーションサーバーの詳細コンポーネント、Oracle データベースコンポーネ
ント (基本クエリ、メモリなど)、インフラストラクチャコンポーネントを監視する場合、詳細
Weblogic とデータベース管理テンプレートをデプロイします。

l WebLogic アプリケーションサーバーの主要コンポーネントと、インフラストラクチャの重要
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な部分であるCPU、メモリ、ディスク (WebLogic エージェントレスアスペクトを使用して監視
するWebLogic アプリケーションサーバーのポートおよびアプリケーションURLの可用性を含
む) を監視する場合、ハイブリッドWebLogic 管理テンプレートをデプロイします。

詳細Weblogic とデータベース管理テンプレート以外のWebLogic 管理テンプレートをデプロイす
るには、次の手順を実行します。詳細Weblogic とデータベース管理テンプレートのデプロイの詳
細は、オンラインヘルプの「詳細Weblogic とデータベース管理テンプレートのデプロイ」を参
照してください。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト]マネージャーを開きます。

[管理] > [オペレーション管理] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [アプリケーションサーバーの管理] > [Oracle Weblogic 管理] > [管理テンプ
レート]

3. [WebLogic 管理テンプレート]フォルダーでデプロイする管理テンプレートをクリックし、
をクリックします。[割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるWebLogic Application Server CI をク
リックし、[次へ]をクリックします。[Ctrl] キーまたは [Shift] キーを押しながら選択すると、
複数のアイテムを選択できます。[次へ]をクリックしてすべてのCI を確認し、[すべてのパラ
メータ]に進みます。

5. パラメーターのデフォルト値を変更するには、パラメーターを選択してから をクリックし
ます。[パラメータの編集]ダイアログボックスが開きます。[値]をクリックして値を指定
し、[OK]をクリックします。

注: [すべてのパラメータ]ペインでは、パラメーターのデフォルト値を上書きできます。
各パラメーターの値は、管理テンプレートレベルで指定できます。デフォルトでは、エ
キスパートパラメーターとして定義されているパラメーターは表示されません。エキス
パートパラメーターを表示するには、[エキスパートパラメータの非表示/非表示解除]
をクリックします。

6. [次へ]をクリックします。

7. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化]
チェックボックスを外します。[割り当ておよび調整]マネージャーを使用して、後で割り当
てを有効化できます。

8. [完了]をクリックします。
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注:管理テンプレートのデプロイ時に与えられる資格情報には、OMi Management Pack for
Oracle WebLogic のデータ収集権限が必要です。

タスク 4b: WebLogic アスペクトのデプロイ
CI が SiteScope やDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Weblogic サービス検出
アスペクトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク2: WebLogic 検出アスペクトのデ
プロイ」を参照してください。

WebLogic アスペクトをWebLogic CI にデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト]ペインを開きます。

[管理] > [オペレーション管理] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [アプリケーションサーバーの管理] > [Oracle Weblogic 管理] > [アスペクト]

3. [Weblogic アスペクト]フォルダーで をクリックして [割り当てとデプロイ]ウィザードを開
きます。

4. [構成アイテム]ページでWebLogic アスペクトをデプロイする構成アイテムをクリックし、
[次へ]をクリックします。

注: J2EE アスペクトの割り当てにパラメーターの指定は不要です。

5. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。パラメーターのデフォルト値を変

更するには、パラメーターを選択してから をクリックします。[パラメータの編集]ダイア
ログボックスが開きます。[値]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックします。

7. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化]
チェックボックスを外します。[割り当ておよび調整]マネージャーを使用して、後で割り当
てを有効化できます。

8. [完了]をクリックします。

タスク 5: トポロジ同期設定の確認

注:ノードまたはCI がHP Operations Managerによって監視される場合、トポロジ同期設定を
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確認することをお勧めします。

1. [オペレーション管理]から [インフラストラクチャの設定]を開きます。

[管理] > [プラットフォーム] > [セットアップと保守] > [インフラストラクチャの設定]

2. [インフラストラクチャの設定]マネージャーで、[アプリケーション] > [オペレーション管理]
を選択します。

3. [オペレーション管理]の [HPOMトポロジ同期設定]で、Topology Sync にはトポロジ同期に使
用するパッケージが含まれます。他のTopology Sync パッケージととも
に、default;nodegroups;operations-agent;HPOprSys;HPOprJEE があることを確認してくださ
い。
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お客様からのご意見、ご感想をお待ちしてい
ます。

本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームま
でご連絡ください。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンク
をクリックすることで、以下の情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on インストールガイド (OMi Management Pack for Oracle WebLogic 1.00)

本文にご意見、ご感想を記入の上、[送信]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアン
トの新規メッセージに貼り付け、docfeedback@hp.com宛にお送りください。
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